
































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dQ2　　　　 　　　　 i＝ 1’　’　dQ
とする。収益率は1－T（Q）φ（ッ）であり，成長に対する限界費用との比率
を調べると，
　　T’（Q）＆t・¢（y）＋T（Q）¢’（bl）　J　¢’（y）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈　　　　　　1－T（Q）　¢（or）　一　1一¢（y）
となり纈は1幾）揃向にシ・・翫の・同・・とにな・．す
なわち販売の学習効果は，成長率を増加させることになる。
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